
 

 

北大卒の翻訳者が北大生を対象に実際に翻訳の授業を行います。 

受講希望者は企画者に申し出てください。参観は自由です。 

北大文学部・文学研究科（修士・博士）卒業後、学術振興会研究員として柴田

元幸のもとで東京大学現代文芸論研究室の草創期に携わる。柴田がサルバドー

ル・プランセシア著『紙の民』（白水社、２０１１年）の帯文において、「これだけ奇妙

奇天烈で、これだけ悲しく、これだけ笑える小説が他にあったら教えてほしい。そうい

う奇妙奇天烈で悲しく笑える、だが訳するには種々の困難が伴うこの小説をあっさり

訳してしまう訳者が他にいたら教えてほしい」と絶賛した新進気鋭の研究者・翻訳

者。テア・オブレヒト著『タイガーズ・ワイフ』（新潮社）で、2013年本屋大賞（翻訳小

説部門）受賞。 

北大文学部・大学院で翻訳論を担当する教員が加わり、文芸翻訳研究・教育の

面白さや難しさ、課題とその可能性について発表・討論を行います。学生も教員も

参加自由です。 

企画者：瀬名波栄潤（内線：4085・メールアドレス：june@let.hokudai.ac.jp） 


